




















ルのベイカ ・ライブラリ ・ア カイヴス (BakerLibrary Archives)を中IL'¥こ収集した資料に基づいている。大あ屋れたけ
れども、こうした機会を与えられ、自由な研究ができたことに深く感謝する。
1 )“Harvard Circle"とは、 W.G.スコッ卜の命名である。スコットは、この "Circle"に関係する科学者をマネジメントに関わり
を持った人びとに限定をしているが¥樹高では、もう少し広い範囲で用いてし、る。“HarvardCircle"を形成した科学者として、
へンター ソンのイ也に、たとえば、 A.N.ホワイトヘッド、 T パー ソンズ、 G.C目ホー マンス¥R.Kマ一トン、 C.フリントン、
J. A.シュンぺ一夕 、F クルックホー ン、 C.1.ハー ナ ド、 E メイヨ一、 F レスリスバ一方 、T.N ホワイ卜ヘッドなど
を挙げておこう。なお、 B.S ヘイルは、 1930年代から1940年代初めのハー/'i ドにおけるへンターソン、ホーマンズ、プリ
ントン、パーソンズの知的交流を“ParetoCircle"と称してし、るが、“Pareto"と表現するには、当時の|事兄を充分に示すこと
ができないと考えられるので、本稿では、“HarvardCircle"と称することとする。 WilliamG. Scott， Chester ，. 8arnard 
and the Guardians of the Managerial State， University Press of Kansas， 1992. p. 41. Barbara S. Heyl， "The 
Harvard 'ParetoCircle¥" Journal of the History of 8ehavioral Sciences， Vol. IX， No. 4， Oct. 1968. pp. 316-334 
2 )ヘンターソンの人となり、業績については、次を参照のこと。音原正彦 fL.J.へンターソン研究序説:ハーバードにおける活
動の軌跡Jli千葉商大論叢1第14巻・第3号司 1976年12月 239・266頁.最近のものとしては、 JohnParascandola，“し J
Henderson and the Mutual Dependence of Variables: From Physical Chemistry to Pareto，" Science at Harvard 
University: Historical Perspectives， edited by Clark A. Elliott and Margaret W. Rossiter， Associated University 
















し、第一次世界大戦の手層Eによって出版は1916年まで遅れた。 Trattatodi Sociologia Generale， 3vols.， Florence， 1916 
Traite de Sociologie Generale， 2tomes.， Paris， 1917.日詩書訳は、第12章と第13章の抄訳として、北川隆吉・贋田
明・板倉達文訳『社会学大綱て現代社会学大系第6巻)Ji，青木書庖司 1987目Cf.， S. E. Finer selected and introduced， 
Vilfredo Pareto: Sociological Writings， translated by Derick Mirfin， Pall Mall Press， 1966. p. 12 
4 )へンダーソンが‘パレートの[一般社会学概論1に出会った時期については、見解が定まっていなし、。これまで1928年説と
1926年説がある。 1928年説に立っているのは、 W.B.キャノン、 C.I目バー ナー ド、 C.E.ラセットである。 1926年説に立っ
ているのは、ヘイルとへンダーソン研究者の第一人者であるJ.L. /'1ラスキャンドラである。へンダーソンがパレートに関する





Definition of Fact"に、「彼の書物を最初に研究した4年頃前からJ(p. 198)と記されてある。この論文の発行は1932年であり、
その4年前とは1928年となる。しかし、この論文を依頼したG.P.アダムスに宛てたへンダーソンの1931年12月2日付書簡
で、この論文の校正原稿を同封した旨を述べており、 r4年頃前jというのは、 1927年12月頃ということになるであろう。さ





Walter 8. Cannon，“Lawrence Joseph Henderson 1878-1942，" National Academy Biographical Memoirs， Vol. XXIII， 
1943目p.42. Chester 1.Barnard，“Introduction，" in Introductory Lectures in Concrete Sociology， by L. J. Henderson， 
unpublished typescript， edited by C. 1. Barnard. p. 33. Cynthia E . Russett， The Concept of Equiliblium in American 
Social Thought， Yale University Press， 1966. p. 111. B. S. Heyl， op. cit.， p.318. John L. Parascandola， Lawrence 
J. Henderson and the Concept of Organized Systems， unpublished dissertation， University of Wisconsin， 
Madison， 1968. p. 169 
5) Letter from しJ.Henderson to Lewis E. Akeley， Sep. 14 1937， Henderson Collection Folder 1・2，in Baker Library 
Archives， Harvard Business School.同じような内容が、パレートのアメリカの唯一の弟子に向けた書簡でも示されている。
Letter from L. J. Henderson to James H. Rogers， March 9， 1933， Henderson Collection Folder 15-12， inBaker 
Library Archives， Harvard Business School 






























6) George Casper Homans， Coming to My Senses:・TheAutobiography of a Sociologist， Transaction Books， 1984. p 
104. 
7)し J.Henderson， '‘Memories，" unpublished autographical manuscript dictated in period 1936-1939 in Widener 
Library Baker Library Archives， Harvard University. pp. 210・211.J. Parascandola，“し J.Henderson and the Mutual 
Dependence of Variables: From Physical Chemistry to Pareto，" op. cit.， p.176 
8 )“The Science of Human Conduct: An Estimate of Pareto and One of His Greatest Works，" The Independent， Vol 
































10) Pareto's General Sociology:・APhysiologist's Interpretation， Harvard University Press， 1935.手島自t行動研究会訳『繊哉
f苦虫論の基礎ーパレートの→堂社会学-.Jl.東洋書底 1975年.
11) L. J. Henderson， op. cit.， pp. 575-576 


































う。 G.C. Homans， Op. cit.， p.104 
14)しJ.Henderson， op. cit.， p.576 
15)彼は、社会の存在に不可欠な残基および派生体の分類に言及し、とくに派生体の分類に基づく分析は、パレートの「名人芸」と




しかしヘンダーソンは、この小論の最後に、パレート社会学の限界をニュートン (SirIsaac Newton 



























18) Philosophie Naturalis Princ伊iaMathematica， London， 1687 
19) Ibid.， p. 577 and p. 584 
20) Ibid.， p.584 
21) Bernard Barber，“Introduction，" in L. J. Henderson on the Social System: Selected Writings， edited by Bernard 
Barber， The University of Chicago Press， 1970. p. 5 
1 
第3節パレート社会学啓蒙への一歩
























22) Letter from Carl Murchison to L. J. Henderson， Dec. 12， 1927， Henderson Collection Folder 9・2，in Baker Library 
Archives， Harvard Business School 
23) Letter from しJ目 Hendersonto John Maclean， Oct. 10， 1928， Henderson Collection Folder 9・1，in Bakerしibrary
Archives， Harvard Business School 
24)しetterfrom しJ.Henderson to A.lfred A. Knopf， Jan. 19， 1928， Henderson Collection Folder 7-14， inBaker Library 
Archives， Harvard Business School 
25) Letter from L. J. Henderson to Carl Murchison， Dec. 14， 1928， Henderson Collection Folder 9-2， inBaker Library 
Archives， Harvard Business School 
26) Letter from L. J. Henderson to Alfred A. Knopf， Jan. 19， 1928， Henderson Collection Folder 7-14， inBaker Library 
Archives， Harvard Business School. T. / '¥-ソンズは、ヘンダ ソンについて、「ヘンタ ソンを知る人たちは、彼が正史治上
の事柄ではまぎれもなく保守的であること、さまざまの知的事柄ではごく少教を除し、て社会学者に対する一一わたくしはそう判
断するのだが一一ーイ扇った批判が例証されること、これら両面において独断的でおそれられていた人物であったということを想い
起こすであろうjと記している。 TalcottParsons， Social Systems and the Evolution of Action Theory， The Free 
Press， 1977. p. 30田野山朝百夫訳『社会体系と行為E監命の展開し誠信書房， 1992年.36頁
27) Letter from L. J. Henderson to Alfred A. Knopf， Jan. 19， 1928， Henderson Collection Folder 7-14， inBaker Library 


















MotiOJl of the Heart and Blood in Animαls、ガリレオ・ガリレイ (GalileoGalilei 1564-1642)の
Dia/o gues 011 T~vo New Sciences、そしてクロード・ベルナール (Claude8ernard 1813-1878)の





28) Letter fromしJ.Henderson to Henry O. Taylor， Jan. 14， 1928， Henderson Collection Folder 17-3， inBaker Library 
Archives， Harvard Business School 
29) Blood: A Study in General Physiology， Yale University Press， 1928.ヘンダーソンは、血液研究への本書の主要な貢献の
ーっとして、変数の相互依存性の概念の強調とそれらの相互関係を表すノモクラムの採用にある、と考えていた。 R.ピアーに
よると、この書物は、生物学での哲学的論述、その方法論、そして多くの生物学的観察の総合、という三つの点で重要な書物
であるとされており、今日でも血j夜に関する古典となっている。 Cf.，J. L. Parascandola， op. cit.， pp. 122-123.また、シリ
マン講座を行った閉じ年に、彼は、近代生理学の始祖であるクロード・ベルナールの著書の英訳版に序文を寄せ、生気現象の
調和自悌充一体における主張と内部環境の恒常性についての仮説を高く評価した。 ClaudeBernard， Introduction al' etude 
de la medecine experimentale， 1865. Trans. Eng. by Henry C. Green， with Introduction by L. J.ト-ienderson，An 
Introduction ωthe Study of Experimental Medicine， Macmillan Company， 1927三浦岱栄訳 l実劇歪学序言覚，jl司岩波書
庖司 1938年司 1970年(第5版改訳).
30) Letter from George P. Adams to L. J. Henderson， Jan. 20， 1930， Henderson Collection Folder 1-1， inBaker Library 
Archives， Harvard Business School.アタムスがへンターソンに依頼をした理由は、彼が「科学の哲学闘員|匝に関心を持ち、
貢献をしているこそして彼が若いときに、口イス教捜の哲学セミナーに出席していたことがある」としている。
31) Letter from L. J. Henderson to G. P. Adams， Feb. 7， 1930， Henderson Collection Folder 1-1， inBaker Library 
Archives， Harvard Business School 
般社会学概論』のフランス語版ないしイタリア語版を過に150i{、25.000訪の割合で通読することとし、






















彼は、事実というJ葉よりも、庁.，t'l:という d葉をJf1い、 1.. .わたくしは、わたくしの経験におけ
るある-定の斉
fI 
32) Letter from L. J. Henderson to G. P. Adams， Dec. 9， 1931， Henderson Collection Folder 1・1，in Baker Library 
Archives， Harvard Business School 
33) Letter from G. P. Adams to L. J. Henderson， Dec. 4， 1930， Henderson Collection Folder 1-1， inBakerしibrary
Archives， Harvard Business School 
34)“An Approximate Definition of Fact，" University of Califomia Publication in Philosophy， No. 14， 1932. pp. 179・200





一層広し、観察と分析によって定義をテストし、その観点から一般的に記述せよ」。 し J.Henderson，午act，"unpublished 

































36) L. J. Henderson，“An Approximate Definition of Fact，" op. cit.， p.179 
37) Ibid.， p. 180 
38) Ibid.， pp .183-184 
iヲ
の言明」は事実として、次のように記述される39)。































39) Ibid.， p.180 
40) Ibid.， p.184 
41) Ibid.， p.193.括弧内は、引用者によるο



























43) Ibid.， p.195 




の助けを借りて、諸事実の中の斉一性が発見されるのである」と。 L.J. Henderson， Pareto's General Sociology: A 
Physiologist's Interpretation， Harvard University Press， 1935.働能行訓耳究会訳『儲断ラ動論の基礎-/'¥レー トの→宣社
会学'-.IJ，東洋書庖， 1975年.16頁
45)へンター ソンは、この有機的特徴に関して、 A.N.ホワイトヘッドの基礎概念である“prehension"r抱握jに注目している。
Ibid.， p. 198. Cf.， Alfred N. Whitehead， Science and the Modern World， The Free Press， 1925. p. 69 なお、この書
物に対して、ヘンダー ソンは書評を行っているc し J.Henderson“Review of A. N. Whitehead's Science and the 
Modern World，" Quarterly Review of Biology， No. 1， 1926. pp. 289・294
46) L. J. Henderson，“An Approximate Definition of Fact，" op. cit.， p. 198 
47) Letter from Henderson to Colonel A. Woods， Oct.31， 1932， Henderson Collection Folder 17-12， inBaker Library 

































48) “Science， Logic， and Human Intercourse"この講演は、以下に収録されているo Harvard Business Review， Vol. XII， 
No. 3， Apri11933. pp. 317-327 





































53) Ibid.， p. 322ヘンダーソンか強調している箇所は、彼が最終的に到達する科学方法の第-$.錨皆である「事物への直観的習熟j
へと結びついていくものである。 Cf.， L. J. Henderson，“The Study of Man，" Science， No. 94， 1941. pp. 1・10
54) Ibid.， pp. 322・323




























てのこの時期は、「疲労研究所Jの創設および「ソサイアテイ・オブ・フエローズ (TheSociety of 






56) Ibid.， p. 326 
ヲo
1920年代後半のアメリカ経済の後退、そして緊張にはらんだ国際情勢を背誌として、ヘンダーソン
は政治、社会問題に多くの関心を持っていた。彼の問題意識については後ほど明らかにするとしても、
しかし、社会現象を科学として研究することに懐疑的で、あった彼はパレートに出会い、その科学化への
道を確信したのである。ヘンダーソンは人間の感情に基づく行動をいかに科学的につかまえるかに腐心
していたのであり、その解決の鍵をパレート社会学に見出した。
われわれは、経験のi吐界から特定の現象を汲みl:.げ、それを認識するが、その認識は必ずしも論理的
な心の作用だけによるものではない。経験を形作っているさまざまな諸要素のうちの」部によって科学
はつくられる。経験は諸要素の相互依存関係からなる有機的過程と捉えられ、科学は、経験を形作って
いるさまざまな諸要素のうちの一部によって構築されている。それゆえに、ヘンダーソンは科学の絶対
性を百定し、「事実への近似Jであることを前提としている。
干科l十.学は、経験の世界における現象の斉
えに、どのような斉ーイ生をどのように発見するか、研究者の経験のあり方、つまり、さまざまな心の作
用からなる経験がどのように反映されているかが問われることになる。
そして、発見された斉~~.性を分析する道具が概念枠組であり、武明を導きlHす}j法が推理である。そ
の際、ヘンダーソンにとって最も重要な問題が感情の問題である。
感情の問題は、第 Aに研究対象としての具体的な人間行動に結びついている。人間行動の科ぞ尚光究の
ために、感情を組み入れた概念枠組を構築しなければならず、ヘンダーソンは、非論理的行動を分析す
るパレートの「残基Jと「派生体」に注日した。
しかし第二に、感情は、研究対象ばかりではなく、研究対象を認識する主体、つまり研究者に侵入し
ているのであり、ヘンダーソンはこの問題を重視した。彼は「派生体Jを排除して科学方法としての健
全な推理を強調し、そのために対象への「親密な経験的知識」を認識主体に要求するのである。
こうして、ヘンダーソンは、社会現象としての人間行動と科学研究という人間行動の双方を支配して
いる感情の問題を社会科学構築の中心問題として位置づけ、科学思考の現実可能性にパレートを活用し
つつ、大きく踏み出していったのである。
1932年にハーバード大学の社会学科で開設された、いわゆる「パレート・セミナー」で、ヘンダー
ソンは自らの見解を積極的、かつ精力的に展開することになるのである。このことについては、稿を改
めてJ命じることにしようO
( 1995年IO)J411受理)
ヲl
